
図1 在宅勤務支援技術の基盤整備



図2 高度インタフェイス技術の基盤整備



図3 人間の行動特性を考慮したリスク評価技術の基盤整備



図4 技術伝承に関する技術の基盤整備
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図5 高齢者の経験知識活用技術及び若年者／高齢者協業支援技術の基盤整備
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流動性、結晶
性能力評価法

流動性能力（身体的、認知的、
生理的な加齢に伴い劣化す
る能力）への影響因子の解
明

結晶性能力（知識、経験、技
能等の蓄積される能力）への
影響因子の解明
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者の流動性
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図6 ユニバーサルデザイン技術の基盤整備



図7 家事育児支援器具技術の基盤整備



図8 不定期勤労技術支援の基盤整備
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不定期勤労者の職
場適応モデルの構
築

不定期勤労者の職場適応状
態調査（属性、現状（業種、
就労形態、職務環境、職業
性ストレス、職務意識e.t.c.））

不定期勤労者受け入れ企業
の支援実態調査（業種、就労
形態、支援状況e.t.c.）

不定期勤労者の
業種別、勤労環
境支援方法 不定期勤労者の
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図9 エンターテイメント性創造技術の基盤整備



図10 運動能力等支援技術の基盤整備



図11 ロボットと人間のインターフェース技術の基盤整備およびサイボーグ技術の基盤整備



図12 人間と車用安全装置のインタラクション最適化技術の基盤整備



図13 新たなモビリティ技術の基盤整備



図14 異文化理解支援技術の基盤整備
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異文化を前提とした協調
作業のための理論研究
・組織論、協調作業理論、
異文化コミュニケーション
理論、コーディネーション
科学、プロジェクトマネー
ジメント理論、テレワーク
理論 等

作業環境における異文化
コミュニケーション上の課
題の調査・分析法の確立

実態調査

ケースデータ

異文化を基盤とした
協調作業基本モデル構

築

異文化による協調作業支
援の戦略技術リサーチ
・CSCW、ユビキタス技術、

インターネット関連技術、
音声認識、自然言語処理

等

調査結果の分析

異文化を基盤とし
た

協調作業システム
設計の方法論確立

異文化を基盤とした協調
作業システムのための

評価方法の確立

協調作業システムにおけ
る異文化理解を支援する
ための戦略的技術要件

異文化理解を支援するた
めの技術適用法

異文化を基盤とした協調
作業システムのための

要求分析／定義法の確立

異文化を基盤とした協調
作業システムのための
プロトタイピングの確立

異文化理解を支援するた
めの先端技術リサーチ

設計ガイドラインDBの構築



図15 自在なコミュニケーション、人の尊厳を支える交流、着実なセキュリティ
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理論研究
・アウェアネス
・存在通信
・状況伝達（場の共有）
・個人とコミュニティとの
情報共有

コミュニケーションについての
調査・分析手法の確立

個人と個人、個人と集団、個
人と社会の多元的なコミュニ
ケーションモデルについて、
明示性および暗示性の両側
面について構築

実証研究

コミュニケーションシステ
ムのプロトタイピング手法
確立

コミュニケーションシステム
技術の応用手法の確立

コミュニケーションシステ
ムの評価法の確立

社会基盤となる新
しいコミュニケー
ションシステム開
発方法論の確立

コミュニケーションシステ
ムの評価法の確立

通信技術環境


